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指導要録改訂にともなう通知表改善の実態と課題

一観点別学習状況評価を中心に－

藤原幸男

ActualConditionandProblemofImprovementofReportCardAttendedwith
RevisionofCumulativeGuidEmceRecord

YukioＦＵＪＩＷＡＲＡ＊

(ReceivedApril30,1993）

Summary

Cumulativeguidancerecordwasrevisedinl991、Attendedwiththisreportcardin

elementaryschoolhasbeenrevised・Inthispaperlstatedthatthereportcardofthe

samemodelascumulativeguidancerecordwasrecommended・Andlpointedoutsev-

eralproblemsofthisreportcard・Ａｆｔｅｒｔｈａｔｌexaminedrevisedreportcardsin

NAＨＡＣｉｔｙａｎｄＵＲＡＳＯＥＣｉｔｙｏｆＯＫＩＮＡＷＡｐｒefectureaboutevaluationoflearning

achievementstatebyseveralviewpoints．

１指導要録改訂と通知表改善

1989年に学習指導要領が改訂され、1992年度よ

り新学習指導要領にもとづいた教育課程が実施さ

れた。新教育課程の実施にともない、新教育課程

にみあった学習や行動の評価のあり方を検討して

きた文部省の「指導要録改善調査研究協力者会議」

は、1991年３月13日に「審議のまとめ」を発表し

た。それを受けて文部省は、３月20日、初等中等

局長の名で各都道府県教育委員会に指導要録の改

訂を通知した。改訂は、都道府県教育委員会の指

導助言のもとに、小学校は1992年度から全学年同

時に実施、中学校は1991年度より１年生から学年

進行で実施されることとなった。前回の改訂は19

80年であるから、１１年ぶりの改訂である。

今回の改訂においても、指導要録は、児童生徒

の学籍並びに指導の過程及び結果の要約を記録し、

指導及び外部に対する証明等に役立てるための原

簿としての性格をもつものとされた。指導の面に

おいては、新学習指導要領のめざす学力観にたっ

た教育に役立て、児童生徒の一人一人の可能性を

積極的に評価し、豊かな自己実現に役立てること

に留意して改善された、としている。ここで新学

習指導要領のめざす学力観とは、新学習指導要領

・総則編に述べられた「自ら学ぶ意欲と社会の

変化に主体的に対応できる能力」を根底にすえて、

基礎・基本の習得に立ち向かい、自らの個性を生

かしていくちからとして学力をとらえ直す学力観

である。

この学力観にもとづいて、新指導要録では、

｢各教科の学習の記録」において、「Ｉ観点別学習

状況」の欄を基本として、「Ⅱ評定」「Ⅲ所見」を

併用することにした。「Ｉ観点別学習状況」の欄

では、自ら学ぶ意欲の育成や思考力、判断力など

の育成に重点を置いて、観点の配列を改め、「関

心・意欲・態度」「思考・判断」「技能・表現」

｢知識・理解」の順に配列した。「特別活動の記録」

では、「Ｉ活動の状況」で、学級活動、児童（生

徒）会活動、クラブ活動及び学校行事の各内容ご

とに評価し、「Ⅱ事実および所見」で個性に生か

す教育に役立てるという観点から長所を取り上げ

記述することにした。「行動の記録」では、「Ｉ行

動の状況」で評価の項目・趣旨を改め、「Ⅱ所見」

で同じく個性に生かす教育に役立てるという観点

から長所を取り上げ記述することにした、と述べ
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の評価の考え方を踏まえ、児童の学習指導の過程

や成果、一人一人の可能性などについ適切に評価

し、児童一人一人のその後の学習を支援すること

に役立つようにする観点から」が追加され、「指

導要録における評価の考え方を踏まえて」という

観点が強調されている。「児童の発達段階や学校

の実情を考慮し」の部分の削除とこの強調点の付

加は、通知表の改善に何らかの影響を与えるよう

に思われる。

学習指導要領の改訂、指導要録の調査研究の協

力に関わった関係者による著者『絶対評価の考え

方－新しい学力観と評価観一』（小学館、1992年

５月）では、「通信簿と指導要録とは目的や機能

を異にするものであり、指導要録の様式や記載方

法等をそのまま転用することは必ずしも適切では

ありませんが、それを禁止するものではありませ

ん」と述べている。転用を「禁止するものではな

い」ことを明確に述べていることに注目したい。

そのうえで、「学校においては、指導要録におけ

る各教科等の評価の考え方を踏まえ、児童生徒の

その後の学習や生活を支援することに役立つよう

にする観点から、通信簿の記載内容や方法、様式

等について工夫改善する必要があります」と述べ

られている。【3）

文部省内指導要録研究会の監修のもとに指導要

録改善調査研究協力者ら（渋谷憲一・石田恒好・

高岡浩二）によって書かれた解説書『新指導要録

の解説と実務』（図書文化、1991年７月）でも、

該当箇所に関して、「この注意書きを素直に読め

ばわかるように、そのまま転用することは必ずし

も適当ではないといっているだけであって、全面

的に否定してはない。むしろ慎重に検討したうえ

で転用することは認めていると読むべきであろう｡」

と述べている。そして「通信簿の記載内容や方法

等を決定するにあたっては、やはり指導要録の内

容、方法をみて、できる限り両者が一致し、一貫

するようにしたほうがよい。指導要録の内容と評

価・記録の方法をできる限り先取りして、通信簿

の内容、方法を決めるようにし、それによって通

信簿作成と指導要録作成の二元的取扱いや二重の

手数をなくすようにするのである｡」と述べ、通

知表と指導要録の記載内容・方法等の一致を提唱

している。(4１

られている。

新指導要録と「通信簿」との関連については、

｢取扱い上の注意」の「８その他」において次の

ように記述されている。

「(2)指導要録は、一年間の学習指導の過程や

成果などを要約して記録するものであり、その様

式や記載方法等を学校と保護者との連絡に用いる

いわゆる通信簿等にそのまま転用することは必ず

しも適切ではないこと。したがって、学校におい

ては、指導要録における各教科等の評価の考え方

を踏まえ、児童の学習指導の過程や成果、一人一

人の可能性などについて適切に評価し、児童一人

一人のその後の学習を支援することに役立つよう

にする観点から、通信簿の記載内容や方法、様式

等について工夫改善すること｡」(Ⅱ

ここであげられている通信簿（通知表、以下通

知表という表記を用いる）は公簿ではない。各学

校で、学校と保護者との連絡のために、慣習とし

て、自由に作成されてきたものである。指導要録

の改訂にともなって、通信簿（通知表）の改善が

問題になってきたのである。

２指導要録とほぼそのままの通知表の推奨

ところで前回の指導要録（1980年改訂）では、

指導要録と通知表との関連については、同じ箇所

において、「学校と家庭との連絡に用いられる通

信簿、家庭連絡簿等は、保護者が児童の学校生活

の実情を充分把握できるようにすることが目的で

あるから、それぞれの学校においては、児童の発

達段階や学校の実情を考慮し、適切な記載方法を

定めることが必要であり、指導要録の様式や記載

方法等をそのまま転用することは必ずしも適当で

はないので、注意すること｡」(2)と述べられていた。

今回の指導要録と比較してみると、前回では保

護者の側にたって通知表、家庭連絡簿等の目的を

｢保護者が児童の学校生活の実情を充分に把握で

きるようにすること」と明記し、そこから児童の

発達段階や学校の実情の考慮が大切であり、「指

導要録の様式や記載方法等をそのまま転用するこ

とは必ずしも適当ではないので、注意すること」

と述べられていた。これに対して今回の指導要録

では、「児童の発達段階や学校の事情を考慮し」

の部分が消去され、「指導要録における各教科等

－１３４－
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熱海則夫・高岡浩二・清水静海『小学校学習評のまま（あるいは－部削除・修正して）追加掲載
価実践ハンドブック、総論・評価と評価基準』した、指導要録とほぼそのままの通知表が推奨さ
(国土社、1992年２月）では通知表の具体例を示れていくことになる。事実、京都府では、京都府
し、「学習のようす」では「観点」別学習状況小学校校長会の案で指導要録そっくりの通知表案
(ＣＤ△）＋概評（所見の文章記述)、「特別活動が提示され（表１１鋤))、東京都でも、同じく指導
のようす」では活動I伏況（よいものに○）＋事実。要録そっくりの通知表案が提示されている（表

所見（文章記述)、「行動のようす」では「めあて」２m))。小学校校長会での提案という形をとって、

ごとに「めあてに照らしてよいものに○」をつけ指導要録とほぼそのままの通知表が推奨され、各
る、簡素化された形式例をあげている。この形式小学校に下ろされようとしているのである。この

例に対して、同書は「ここで一工夫がほしいのはような動きは全国的なものであろう。このような

『観点』の欄である」とし、「指導要録の参考資料動きはいまに始まったことではなく、前回の改訂

で示されている程度の昌鉾段階に即した具体的なにもみられたが、さきにみた指導要録と通知表の

内容を示していく工夫が欲しい｣と述べている。⑤関連についての「注意」によって加速度的に進行
こうして、「観点」の欄に指導要録の参考資料しつつあることに注意したい。⑧

(｢観点別学習状況評価のための参考資料｣）をそ

表１「新通知表」（京都府下小学校長会案）（４年）

－１３５－

学習の記録

教
科

観点 主な内容

1学期

学習

状況
評定

2学期

学習

状況
評定

3学期

学習

状況
評定

国
語

国語への関心･意欲･態度

表現の能力

理解の能力

言語についての知讃・

理解．技能

進んで表現を工夫したり、読笹iの範囲を拡げたりしようとする。

要点や中Ｃｌ点を考えて話をしたり文章を闇いたりする。

話や文章の要点や中[n点を押さえ､段落相互の関係を考えて理ﾘﾄﾞする。

文字､文章､言葉づかいなど言１侭に関することがらについて理解している。

点画の接し方､交わり方､方向など麺使いにi]麹して､正しく形を整えて雷《。

社
会

社会的ujl象への関心・

意欲．態度

社会的な思考・判断

観察･資料活用の技能･表現

社会的馴験についての

知識.理解

広い視野から地域の事象に関心をもち、進んで讃'、;寵を願う。

地域の事象の特色やＩｌｌ漣について考え､適切に判断する。

地壇iなどの資料を効果的に用いて､i､程や結果を分かりやすく表す。

鰹ZHや安全を守る活動､地域の地形や産業､先人の働き、国土の特色や特色あ

る地域の生活の様子を理解している。

算
数

算数への関心･意欲･態度

数学的な考え方

数風や図形についての

表現.処理

数H1や図形についての

知鼠.理解

筋道を立てて考えたりすることのよさが分かり、進んで槽用しようとする。

数学的な考え方の基礎を身につけ､貝iiiしをもち筋iHを立てて考える。

整数や小数などの簡単な計興簡単な通のi､定、基本的なi､形調べができ、数

凪の関係紅どを麦したりよんだりする。

数の表し方や計，Wの仕方などについてRE解を深めるとともに､面F1などの求め

方､基本的な図形のｾ週ﾖ､RiElの関係の見方や調べ方を圏禦している。
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表２統一型通知表（東京都北区）（３．４年用）

習指導要領に掲げられた目標を各教科、学年ごと

に具体化した細目表である」⑩とされる。学習指

導要領における目標自体が目標となりえていない

といわれており0,、目標それ自体を対象化して検

討しなければならないが、ここでは一応それはさ

ておいて、学習指導要領に掲げられた目標がどの

ように観点別評価項目に細目・具体化されている

かを検討したい。この検討をとおして、観点別評

価項目設定の特徴が明らかになるように思われる

からである。

小学校・国語の観点別学習状況評価の観点

(｢国語への関心・意欲・態度」「表現の能力」「理

解の能力」「言語についての知識・理解・技能｣）

四を小学校学習指導要領・国語科目標⑬と比較し

てみると､次のことがいえる(論文末掲載の資料１)。

①小学校学習指導要領・国語科目標では、子

どもの国語能力を継続的に発達するものとしてと

らえ、各学年ごとの違いを明確にして叙述してい

るのに対して、観点別学習状況評価の観点では、

子どもの発達段階を考慮して、１．２年、３．４

年、５．６年をそれぞれひとまとまりにして叙述

している。つまり、１．２年は発達的に連続して

いて、２年と３年のあいだには発達的に大きな飛

躍があるととらえている。

小学校校長会提案により、指導要録とほぼその

ままの通知表が推奨され、画一的に下ろされ、推

奨型通知表に画一的に統一されていくことには、

次のような問題がある。'9）

①学校独自に作成して何ら差し支えない通知

表が「第三者」によって作成され、校長会推薦と

いう形で威圧的に強要されることである。

②児童の発達段階や学校の実情によって異な

り、教師の創意工夫によって展開されるべき教育

活動が、通知表に記載された観点項目、記述にそっ

て点検・評価され、通知表に記載された観点項目、

記述が学校での教育活動を拘束し、画一化してし

まうことである。

③保護者と子どもにとってみれば、「学習状

況の観点」が抽象的で、よく理解できず、「児童

の学校生活の実情を充分に把握でき」（前回指導

要録）ないということであり、そのために、「評

定」での相対評価に関心がいかざるをえないとい

うことである。

３「観点別学習状況評価のための参考資料」

と観点別評価

解説書『新指導要録の解説と実務』によれば、

｢観点別学習状況評価のための参考資料」は、「学

－１３６－

学習の記録

観点別学習状況

教
科 観点

学習のようす

一
月
期

二
学
期

三
学
期

<参考資料〉

観点の解説

肝定

一
学
期

二
学
期

三
学
期

国
語

国語への関心・意欲・態度

表現の能力

理解の能力

言語についての知識・理解・技能

国語に関心をもち､工夫して妻現したり､理#；したり､鋭曾のi圃囲を広'ﾌﾞたりしようとする‘

自分の考えたことを識･露･【IbtM;uKどに気鮒けて話したり､文章を樹いたりする@

話や文章の繩にlUして、自分の立瑠から話の要点やＩＩＪ心点を押さえ文章を醜する《

語の蝿(発音､文字､蔚句､文､文章､諏適い等)について理解し､文字を正しく図〈@

社
会

社会的事象への関心・意欲・態度

社会的な思考・判断

観察・資料活用の技能・表現

社会的事象についての知識・理解

地域の社会的事顛に関､をもって調べ､地｣3iの一員として自覚をもとうとするＱ

地域の社会的事象の特色をとらえ、その意味を考え、適切に判断する。

的確芯観察や具体H(掴MSIの活用をするとともにその成果を分かりやすくﾖ観する。

地h員の社会的事象の特色や地域に生きる人々の活動､生活の様子を]劇IFしている。

算
数

算数への関心・意欲・態度

数学的な考え方

数選や図形についての表現・処理

数通や図形についての知識・理解

数Ｈ１や図形に親しみをもち、学習したことを進んで用いようとする。

麹や図形1こついて､噸の学習を６とにして､見通しをもち箇過を立てて考える。

mi蝋な計算や適切t[糖を用いて賑】Mでき､散､の関醗式に表したり読んだりできる‘

憾数の計算の意味､小数･分勧の1Wい方､､の圓念､図形の性馳どについて理解している。
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②観点別学習状況評価の観点では、「表現の

能力」の観点において、「この点に留意して○○

する」という着眼点が欠落している。たとえば小

学校学習指導要領・国語科目標〔第１学年〕では、

｢順序を考えて話したり、文と文とを続けて簡単

学年から第６学年まで同じ記述となっていて、３

～４学年ではこれに「正確に」が、５～６学年で

はこれに「深く」が付け加わっている。これでは、

各学年における指導・評価の内容的な重点が示さ

れず、言語事項の知識・理解・技能の内容的な系
統的発展が読み取れないことになる。

以上のことをまとめると、次のようにいえる。

観点別学習状況評価の観点では、「理解の能力」

という観点を除いて、指導・評価の着眼点が具体

的に示されず、いっそう抽象化された方向目標の

性格を強めている。さらに、学年を追うにつれて

の系統的発展が低学年、中学年、高学年にまとめ

て記述されている一方で、「言語についての知識、

理解・技能」では第１学年から第６学年までほぼ

同じ記述になっていて、この観点についての内容

上の系統的発展を放棄したとしか思えない記述も

存在する。

このような特徴は国語科だけのものなのか。他

の教科ではどうなっているか。そこで算数科を取

り上げて、小学校・算数の観点別学習状況評価の

観点（｢算数への関心・意欲・態度」「数学的な考

え方」「数量や図形についての表現・処理」「数量

や図形についての知識・理解｣）伽を小学校学習指

導要領・算数科目標凶と比較してみると、次のこ

とがいえる（論文末掲載の資料２)。

①学習指導要領・算数科目標では、子どもの

算数能力を継続的に発達するものとしてとらえ、

各学年ごとの違いを明確にして叙述しているのに

対して、観点別学習状況評価の観点では、子ども

の発達段階を考慮して、１．２年、３．４年、５．

６年をひとまとまりにして叙述している。つまり、

１．２年は発達的に連続していて、２年と３年の

あいだには発達的に大きな飛躍があるととらえて

いる。この点は国語科の場合と同様である。

②観点別学習状況評価の観点では、「簡単な

計算ができ｣、「簡単な量を測定したり｣、「基本的

な図形を測定したり」という記述になっているが、

これでは何についての計算なのか、簡単な量とは

何を指しているのか、基本的な図形とは何を指し

ているのか、が具体的に示されていない。それに

対して、小学校学習指導要領・算数科目標では

｢何についての○○」かが明瞭に記述されている。

③観点別学習状況評価の観点では、第１～２

な文章を書いたりすることができる」（傍線は引

用者、以下同様）とあるのに対して、観点別学習

状況評価の観点では、「自分の生活における話題

や題材について考え、話をしたり簡単な文章を書

いたりする」となっている。対象については「自

分の生活における話題や題材」と明確に規定され

ているのに、「どこに気をつけて」という着眼点

が抜け落ちている。国語科目標〔第２学年〕では、

｢事柄のⅡ頂序がはっきりするように、整理して話

したり、語や文の続き方に注意して文章を書いた

りすることができる」となっているのに対して、

観点別学習状況評価の観点では、「自分の生活に

おける話題や題材について考え、順序を工夫して

話したり書いたりする」というように、順序を工

夫して」の着眼点のみにとどまっている。

③上記の指摘とも関連して、「関心・意欲・

態度」の観点では、小学校学習指導要領・国語科

目標〔第３学年～第６学年〕では、「表現」の

｢関心・意欲・態度」に関して、「分かりやすく表

現しようとする態度を育てる」（第３学年)、「内

容を整理しながら表現しようとする態度を育てる」

(４学年）「相手や場面の状況を考えて表現しよう

とする態度を育てる」（第５学年)、「適切で効果

的な表現をしようとする態度を育てる」（第６学

年）となっているのに対して、観点別学習状況評

価の観点では、第３学年～第６学年に共通して

｢進んで表現を工夫したり」となっていて､｢表現」

の「関心・意欲・態度」に関して学年ごとの違い、

したがって指導・評価における留意点が書かれて

いない。

④「言語についての知識・理解・技能」の観

点では、小学校学習指導要領・国語科目標にはそ

れに対応する目標が記述されていなくて、国語科

内容において細かく記述されているが、観点別学

習状況評価の観点では、「音声、文字、語句、文

や文章、言葉遣いなどの国語についての基礎的な

事項について理解している。書写では、文字の形、

筆順、点画を理解して文字を正しく書く」が第１

－１３７－
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多い。４年、６年では､観点別学習状況十評定十所

見が増えている。全体的に、観点別学習状況に。

○△をつけるにとどめず、そしてまた絶対評価を

加味した相対評価にとどめず、教師の曰頃の観察

をもとにした､所見記述で補っているといえる(表３)。

表３「学習のようす」の評価タイプ

学年における「数学的な考え方」の観点で、「数

理的な処理に親しむ」という叙述があるが、「数

理的処理」の意味内容が不明瞭で、この叙述は適

切でない。保護者への連絡簿としての通知表にそ

のまま記載されると、問題がある。

以上の算数科での検討をとおして、国語科ほど

ではないにしても、観点別目標が抽象化される傾

向にあるといえる。「○○についての△△」が示

されず具体'性に欠けること､｢数理的処理｣という

特有の表現が用いられていることなどがみられる。

こうしてみると、「観点別学習状況評価のため

の参考資料｣は､解説書『新指導要録の解説と実務』

のいうように､｢学習指導要領に掲げられた目標を

各教科、学年ごとに具体化した細目表である」と

だけ述べてすませるわけにはいかない。観点別学

習状況評価の観点は、学習指導要領・目標記述よ

りも記述をいっそう抽象化しており、到達点を明

確にした到達目標から目標方向だけを述べた方向

目標への離脱を図っているといわざるをえない。

①1年の分析

１年では、入門期でもあり、ほとんどの学校で

観点別学習状況の評価項目を文章で記述している。

これらの学校では、いずれも評定はしていない。

観点別学習状況評価のみが４校、観点別学習状況

評価に所見を組み合わせているものが７校ある。

観点別学習状況十評定＋所見として１校あげたが、

そこでは変則的で、－学期は発達的な配慮をし、

国語・算数について観点別評価を４～５項目文章

で記述し、。○△で評価する形式をとり、二学期・

三学期においては「所見」項目で国語・算数・音

楽・図工・体育について各１項目取り出し、。○

△で評価し、各教科について評定と学期ごとの所

見をつける形式を採用している。

観点別学習状況評価を全面的に採用している学

校のうち、－学期は国語・算数のみ観点別に評価

する学校が４校あり、また、－学期は生活科は評

価の対象にいれていない学校も１校ある。１年に

あっては、指導要録において三段階評定はなされ

ておらず、各学校では、観点別項目による評価だ

けで行うのが望ましいことでほぼ一致しているよ

うである。また、１年の一学期はどのような観点

別評価が望ましいかは、今のところ手さぐりの状

４観点別学習状況評価の実態と課題

今回の新指導要録では、学習の記録では観点別

評価が基本で、評定、所見を併用することとなっ

た。これを受けて、各小学校では通知表の改善に

取り組んできた。その成果として、1992年度より、

通知表の内容・形式が大きく変更されてきている。

以下では、沖縄県刃畷市・浦添市地区における小

学校の場合を取り上げて、観点別学習状況評価の

観点記述の実態と課題をみていくことにする。

その際、沖教組那覇支部教育研究集会「能力・

発達・学習と評価」分科会（1992年10月31日）で

の報告資料「『指導要録』改訂と関連して『通知

表』はどう改善されたか」を用いる。報告者（仲

松泰子）は那覇市・浦添市地区小学校（全部で４３

校）の通知表を18校分集めた。この報告資料には

そのうち、小学校１年．12校、小学校４年．１１校

分の通知表（複写）が収録されている。その後、

６年の通知表・９校分を個人的に複写していただ

いたので、それを合わせて用いることにする。

（１）「学習のようす」の評価のタイプ

上記資料における通知表を見ると、評定のみの

ものはない。評定に所見を組み合わせたもの、ま

たは観点別学習状況に所見を組み合わせたものが

－１３８－

｢学習のようす」の評価タイプ 1年 2年 3年

評定のみ 0校 0校 0校

評定十所見 0校 5校 4校

観点別学習状況のみ 4校 0校 0校

観点別学習状況＋評定 0校 1校 0校

観点別学習状況十所見 7校 2校 ２校

観点別学習状況十評定十所見 1校 3校 3校

計 12校 11校 9校
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況にある。大胆に研究的に構想し、保識者・子ど

もの意見・感想を取り入れて良いものを創りだし

ていく必要がある。

「教科の学習のようす」以外に、学習態度に関

する項目を取り出し、①「生活のようす」の「学

習面」「学習態度」にまとめて記述し、評価して

いるもの（３校)、②「○がつきのちから」とい

う大項目のもとに「がくしゅうのちから」と並ん

で「がくしゅうのようす」を置いて、学習態度に

関する項目を５項目ほど文章で記述をしているも

の（１校）がある。学習態度の問題は教科共通の

側面を含んでいるので、上記のように、「生活の

ようす」の「学習面」「学習態度」にまとめて取

り上げ、評価するか、あるいは教科共通の形でま

とめて評価することが望ましい。

②４年の分析

観点別項目の記述を加えた評定十所見のタイプ、

評定十所見のタイプを合わせて５校で、４５％に達

する。沖縄県の場合、観点別学習状況の評価によ

る通知表はまだ本格的に始動していないようであ

る。観点別学習状況の評価と評定を併用している

のは１校である。観点別学習状況の評価と評定を

併用し、各学期ごとに両者を記述し、それに所見

を加えているのは３校である。観点別達成状況の

評価十所見のものは２校である。全体的に、観点

別学習状況の評価に評定を併用したタイプが多い。

この併用タイプはいずれも各学期併用を採用して

いるが、この形式ではどうしても評定に目がいき

やすいこと、そして指導要録は年一回つけること

を考えれば、学年末においてのみ評定をつける形

式も考えられてよい。現に、評定については学年

末のみ行っている学校もあるので、今後の研究課

題にしてほしいと考える。㈱

「教科の学習のようす」以外に、「学習のよう

す」欄を設けて、学習態度に関する項目を取り出

し項目別に記述しているのは、４校である。これ

も１年のところで指摘したのと同じく、学習態度

の問題は教科共通の側面を含んでいるのでこのよ

うな形が望ましい。

③６年の分析

観点別項目の記述を加えた評定十所見のタイプ、

評定十所見タイプを合わせて４校で、４５％に達す

る。４年と同じく、沖縄県の場合、観点別評価に

よる通知表はまだ本格的に始動していないようで

ある。観点別達成状況の評価と評定を併用し、各

学期ごとに両者を記述し、それに所見を併用して

いるのは３校である。観点別学習状況の評価十所

見のものは２校である。比較的、観点別学習状況

に評定を併用したタイプが多い。４年の分析のと

ころで指摘したように、各学期ごとに評定を記述

するのではなく、学年末に一括評定することも考
えられてよい。

「教科の学習のようす」以外に、「学習のよう

す」欄を設けて、学習態度に関する項目を取り出

し項目別に記述しているのは、４校である。これ

も、すでに１年・４年のところで指摘したように、

学習態度の問題は教科共通の側面を含んでいるの

でこのような形が望ましいと考える。

④学校別の分析

同じ学校でも４年は観点別項目の記述を加えた

評定十所見のタイプ、６年は評定十所見のタイプ

がある。１年の観点別評価項目を立て項目ごとに

評価しているが、４年は観点別項目の記述を加え

た評定十所見タイプの学校もある（２校)。１年

は観点別評価項目を立て項目ごとに評価し、所見

を加えているが、４年・６年は評定十所見タイプ

もある。１年は観点別評価項目を立て項目ごとに

評価し、所見を加えているが、４年・６年は観点

別評価十評定十所見のタイプの学校もある。発達

段階によるものなのかどうかは検討してみなけれ

ばならないが、いずれにせよ、さほど多くないに

せよ、学年によって違いのみられる学校がある。

通知表の趣旨を踏まえ、学年ごとに教師仲間で話

し合ってじっくりと研究・検討し、独自に作成す

ることは可能であるし、大切である。まずは学年

教師集団で通知表改善について話し合い、改善の

研究を進めていくことが大切である。

（２）観点別学習状況評価のタイプ別分析

表４から、多くの通知表が観点別学習状況評価

を積極的に受けとめ、通知表に取り入れているこ

とがわかる。しかし、記述の内容・形式にちがい

がみられる。大きくは、次のように区分できる。

一つには、(1)では「評定十所見」のタイプに入れ

たが、観点別項目の記述はだしているがそれにつ

いて記入する欄がなく、結局のところ評定のみを

つけることにとどまっているタイプ（Ａタイプ）

－１３９－
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なく、評定欄で評定をつけるようになっている。

そのために、「教科の観点」は知ることができて

も、「教科の観点」のうちどれが達成されていて、

どれが未達成なのかがわからない。今後どこに気

をつけて学習すればよいか、どこに力を傾ければ

よいかが、保護者と子どもに伝わらない。結局の

ところ、保謹者と子どもの関心は従来と同じく三

段階評価に行ってしまう。これでは、観点別評価

の趣旨が生かされない。関係者の話を伝え聞くと、

学校での通知表改善の研究体制の推進が遅れ、

1992年度の新通知表には間に合わなかったとのこ

とである。今後、以下のＢタイプ、Ｃタイプに移

行していくものと思われる。

②Ｂタイプ

Ｂタイプ（ｃ校〈表７〉）では、各観点一項目

に限定されているために、視覚的に読みやすいと

いう利点はある。しかし文章記述は概括的である。

実際の教授＝学習活動では特定の学習事象に即し

て学んでいるのだが、この観点別評価では、たと

えば社会では、「地域社会における人々の活動｣、

算数では「数量・図形｣、理科では「自然の事物・

現象」といったように、概括的な表記がされてい

る。しかも一～三学期が同じ文章記述なので学習

内容の発展が読みにくく、学習内容との関わりで

観点別評価という観点からは理解しにくいものと

ならざるをえない。学習内容に即して具体化され

ないと、保護者・子どもにとって理解できるのは

三段階評定だけであり、そこに関心が集まってし

まう。それでは、指導要録の観点別評価が基本で

評定・所見を併用するという趣旨が通知表に生か

されず、実質的には評定が基本で、観点別評価を

併用することになってしまう。保謹者・子どもに

とって親切な通知表ではなく、改善の必要がある。

少なくとも、学期ごとに観点をだして学期ごとに

評価することが必要である。

③Ｃタイプ

Ｃタイプ（。校く表８〉、ｅ校く表９〉ｆ校

〈表10〉）は、「評価の観点」が学習単元の内容

にそってかなり具体的に示され、わかりやすい。

各教科の観点別評価項目数を限定せず､教科によっ

ては８項目もある。また学期ごとに「評価の観点」

がだされ、評価されていくので、学習内容の発展

が読みとれるという利点もある。

である。二つには、指導要録の記述をもとに各教

科の観点別に－項目ずつを取り出して、それぞれ

に各学期評価していくタイプ（Ｂタイプ)、三つ

には、観点別評価（｢関心・意欲・態度」「思考・

判断」「技能・表現」「知識・理解｣）の視点を取

り入れながら単元・教材での具体的学習内容に即

して記述しているものと、観点別評価（｢関心・

意欲・態度」「思考・判断」「技能・表現｣｢知識・

理解｣）の視点をあまり考えずに、単元、教材で

の具体的学習内容に即して記述しているものとが

あるが、いずれも具体的でわかりやすい記述に努

めているタイプ（Ｃタイプ）である。

タイプごとの数量分布は、表４のとおりである。

これによれば、低学年ではすべてＣタイプであり、

中学年でＡタイプ｡Ｂタイプが見られる。低学年

においてすべてＣタイプである理由として、一つ

には発達段階からみて具体的な観点別評価が望ま

しいことが共通理解されていること、そして観点

別評価が比較的容易であることが考えられる。こ

れに対して、中学年、高学年において比較的Ｃタ

イプが減少している理由として、発達段階からみ

て抽象的表現でも理解可能という見方があること、

そして低学年に比べて、観点別評価の文章記述が

困難で、文章記述の実践的研究が遅れていること

が考えられる。

表４観点別学習状況評価のタイプ別分析

①Ａタイプ

Ａタイプには、「教科の観点」の記述欄に「観

点別学習状況評価のための参考資料」の文章をそ

のままそっくり掲載しているもの（ａ校く表５〉）

と､若干修正して掲載しているもの(ｂ校俵６〉）

がある。比較すると、ｂ校の文章記述の方が保護

者にわかりよいが、いずれも項目ごとの評価欄が

－１４０－

諸タイプ 1年 4年 6年

Ａタイプ 0校 3校 1校

Ｂタイプ 0校 1校 1校

Ｃタイプ １１校 5校 4校
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表５観点別学習状況評価。Ａタイプ（ａ枝）（小学校４年）

表６観点別学習状況評価。Ａタイプ（ｂ枝）（小学校４年）

－１４１－

字胃のようす

教
科

教科の観点 評価
１努力を要する
２普通
３よい ポ

二
学
期

国
語

・匪J函に対する函０，をもち、遜んで表現を工夫したり、鍍書の範囲を広$γたりしようとする◎

・身近な生活における鐇圏や題材について自分の考えをまとめ、要点や中J心点を考えて鑑壬したり文
窓を轡いたりする。

・檎成に即して、自分の立濁から砿の喪点や中'心点を押さえ文寧の段落相互の関係を考えて、理解する。
･音南、文字、癩句、文や文章、宮薬遣いなどの基礎的な事項について理解していろ。香写で文字
の大きさ、配列、毛牽では点画の捜し方、交わり方、方向を理解して文字を正しく書く。

社
会

・唾い視野から、地屯Rの社会的率象に閣心をもち、意欲的に鯛くることを通して、地租R社会の発屡をKul
いその成員としての自立をもとうとする。

・地域の社会的事象の特色や社会的事象相互の関連について考え、適切に執】断する。
・地図や各麺の安料宅効果的に活用し、その遜糧や鰭栗についてわかりやすく表現する。
・健康や安全壬守る鰭活動、地域の地形や産粟の樺子及び地域の発風に貢献した先人の働き及び国土の
特色や特色ある地域における生活の槻子を理解していろ。

算
数

・知UHQや技IIEなどの有用さ、及び数迂や図形の性質や関係を鯛くだり筋道宅立てて考えたりすることの

よさが分かり、趣んで生活に生かそうとする。

・知職と技能の習褐や活用を通して敏学的な考え方の基礎を身に付Iナ、寧故について見通しをもち筋逆
を立てて考える。

・整数や小数などの簡単な計算ができ、それらを目的に応じて適切に用いたり、ＨＨ単な垂を測定したり
するとともに、基本的な図形を咽べたり、數五の関係などを表したりよんだりする。

・記数法や叶算の性質などについての理解を深めるとともに、面種などの求め方、基本I拘な図形の性質、
数迂の関係の見方や鋼べ方を理解していろ。

理
科

・自然亟象そ興味・関`心をもって追究し、生物を愛極するとともに、みいだした特性を生活に生かそ
うとする。

・自然事故の変化とその要因とのかかわりに問題を見いだし、変化に見られる因果関係をとらえ、問題
を解決する｡

。、月単な器具や材料を見つけたり、使ったり、作ったりして観察や実験を行い、その過程や結果を分か
りやすく表現する。

･生物の活動や成長の仕方は環境条件と関係があることや、物愛の変化には外的条件が関係しているこ

と、水は土地を変化させたり、気象変化の原因となったりすることなどを理解していろ。

学習のようす

教科の観点

(各教科の主な学習内容）

1学」

が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い

で
き
る

！｝

よ
く
で
き
る

2学１

が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い

で
き
る

ﾘＩ

よ
く
で
き
る

3学期

が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い

で
き
る

よ
く
で
き
る

国
語

．進んで表現を工夫したり、読瞥の範囲を広げたりする。
･内容の要点や中心を考えて文章を瞥く。
･相手や場に応じて内容の軽重を考えて話す。
･話の要点や中心点を書きとめながら、正確に聞き取る。
･音声や文字や語句などの国語についての基礎的事項が正確に分かる。

トＨ Ｈヨ トＨ

社
会

･地域の生活を守る働き、先人の業績、他地域の生活の様子に関心を
もつ。

･地域を調査し、地図やその他の資料を活用し、表現する。
･健康・安全を守る仕組み、地域の地形・産業の様子、国土の特色が
分かる

トＨ Ｈヨ トＨ

算
数

･数学的な考え方の基礎を身につけ、見通しをもち筋道を立てて考える。
･数の計算、量の測定、作図、グラフのよみかきなどができる。
･数、量、図形の概念及び計算や側風の意味、数量関係の見方などが
分かる。

トＨ トＨ トＨ

理
科

･自然のことがらに興味・関心をもち、進んで問題を追究する。
･器具や材料を使って観察や実験をし、調べたことを絵や文で表す。
･自然のｉｉｉき、変化の様子が分かる。

トＨ Ｈヨ 伝Ｈ
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｡Ｂタイプ（ｃ枝）（小学校４年）表７ 観点別学習状況評価
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教
科 評価の観点

学期

１ ２ ３
評
価

評
定

評
価

評
定

評
価

評
定

国
壷阻

国語に関心をもち、いろいろな本を読み自分の考えを深めようとする。

自分の考えをまとめ、相手にわかるように話をしたり、文章に書いたりす
ることができる。

文章の要点を読みとることができる。

文字・文章・言葉遣い・話の聞き方などについて正確に理解し、文字を正

しく書くことができる。

社
会

地域社会における人々の活動とその地域・国土の特色に関心をもって調べ

ようとする。

統計やグラフなどに興味をもち、これらの資料を関連させて、自分なりの

考えをもつことができる。

地図や資料などを活用し、調べたことをわかりやすく表すことができる。

地域社会の人々の活動(先人の働き）・国土の特色・特色ある地域の様子を

関連させて理解できる。

算
数

数量・図形に関心をもち、数による処理のよさがわかり、進んで生活に生

かそうとする。

数量・図形について見通しや筋道をたてて考えることができる。

数量・図形についての表現や処理の技能を身につけている。

数量・図形の性質などについて理解している。

理
科

自然に親しみ、意欲をもって自然の事物・事象を調べようとし、自然を愛

議しようとする。

自然事象を比較したり関係づけたりしながら、問題を発見し解決すること
ができる。

簡単な器具や材料などを使って観察や実験を行い、その過程や結果を的確
に表現することができる。

自然事象の特徴や相互関係、規則性などについて理解している。
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表９観点別学習評価．Ｃタイプ（ｅ枝）（小学校４年） １学期

－１４３－

表８観点別学習状況評価｡Ｃタイプ（。枝）（小学校４年）

教科 評価の観点 達成
状況

評定

国
語

場面の様子や人物の気持ちを考え、工夫して音読ができる。

瞥きたいことをはっきりさせ、材料を整理して香くことができる。

段落と段落のつながりに気をつけて読みとることができる。

話の内容を正確に聞きとることができる。

国語辞典の引き方を理解し、それを利用することができる。

学習した漢字の正しい読み書きができる。

読瞥に親しみ、いろいろな読み物をすすんで読むことができる。

文字の組み立て、形、大きさ、配列に注意しながら、文字を正しく書くことができる。

社
会

健康な生活を保っていくためのゴミの収集や処理のしかたがわかる。

健康な生活を保っていくための水資源の確保や開発についてわかる。

消防活動の学習を通して、生命や財産を守るための協力的・計画的活動がわかる。

地域社会の動きについてグラフ・表などの資料を読みとることができる。

算
数

3桁をかけるかけ算ができる。

大きな数(10万～兆の位)のしくみがわかり、読んだり書いたりできる。

角についてわかり、角の大きさをはかったり、かいたりできる。

□、○を使って式に表し、対応する数を調べることができる。

2桁、３桁のわり算のひつ算ができる。

折れ線グラフを読んだりかいたりできる。

四捨五入による概算のとり方がわかる

教
科

評価の観 占
Ｊ､、、

。……よい

○……ふつう

△……がんばってほしい
篝
況

国
語

･轡くことの中心点が分かるように、事柄ごとのまとまりとつながりを考えて文章を密くことができる。
･ノムエェを竃X]〔心に図｣し~て日允ロゲ、届とF各ゲロエユのl笑１日Q悉司すえ-て、

碗みとったりすることができる。
中''二M点ぞ正しく醜み取ったり、堀面の梯子や人物の釘U寺を

･学習した漢字を読み、正しく轡くことができる。

･読脅に親しみいろいろな読み物を進んで銃むことができる。

社
会

･健康で安全な生活を守るための事業や諸機関に関心をもち、進んで調べることができる。

･ごみ処理･水資源の確保や開発について理解し、生活を見直すことができる。

･人々の生命や財産を守るためのけいさつ署、消防署などの協力的計画的な活動がわかる。

数
学

･大きな数(10万～兆の位)のしくみが分かり、読んだり轡いたりできる．

･角について分かり、角の大きさを測ったり、轡いたりできる。

･空位や末尾に０のあるかけ算の筆算ができる。

･２，３位数で割る割り算の筆算ができる。

･1000分の１の位までの数を単位と結びつけてとらえ、小数のたし算、ひき算ができる。

･学習した事を生かし、資料を整理したり、まとまりを考えたりして文章題を解くことができる。

理
科

･生物や自然のできごとに関心をもち、進んで世話や観察をしようとする。

･電流の大きさや、流れる向きについて考えることができる。

･実験、観察を正しくすることができる。

．一日の動植物の変化の様子を観察し、気温や天気による変化を考えることができる。
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学期表１０観点別学習状況評価．Ｃタイプ（ｆ枝）（小学校４年）１

がいもある。算数と理科は学習単元の題目と内容

を明確に示していて、すぐれている。

ｅ校では、ｃ校と比べると、一つの記述文に一

つの観点内容を述べる原則でほぼ貫かれている。

そのために、項目の数は多くなるが、それぞれの

達成度を明確化しやすいように思われる。このこ

とは、とくに国語、社会において明瞭に現れてい

る。理科では「○○は△△である」ことがわかる、

という形で述べられていて、学習内容のポイント

しかしよく見ると、それぞれに記述の仕方にち

がいがある。そうしたちがいがわかりやすさの上

でのちがいとなって現れるように思われる。

。校では、全体的にはすぐれているのだが、一

部において、一つの記述文のなかに複数の観点内

容が含まれている。また一部において、いくつか

の学習単元の内容を－つの文章記述のなかにもり

こんでいて、その内容を達成したかどうかが不明

瞭になる恐れもある。もちろん教科によって、ち

－１４４－

理
科

植物の成長や動物の活動は、天気や時刻によって違いがあること、暖かい季節、寒い季節など
によって違いがあることがわかる。

乾電池の数やつなぎ方によって豆電球の明るさやモーターの回り方が変わることがわかる。

人の脈拍や体温は運動などによって変化するが､安静時には､ほぼ一定に保たれていることがわかる。

簡単な器具(電流計・乾電池・体温計・ストップオッチ等〕を使って安全に観察・実験ができる。

身i斤な動植物や自然に関心を持ち．すすんで世話や観察をしようとする。

教
科 評価の観点

達成

状況
評定

国
語

読書に親しみ，いろいろな読み物をすすんで読むことができる。

自分の考えがよくわかるように書きたいこと(中心点)をはっきりさせ，IlIFll予や内容の縫璽を宥兀，謹埋し工
司迅*〈辰上ｂ３下費Ｚｉへ

｢しまりすの春」「走れ」ｌかめのこせんくい」を読み，人物の気狩らの変化や賜皿の祷り簗わり亡jEN燭坐必
ｶｺﾞ畠葬盈Ｊ－ＺｉＥ上が-で費呂、

｢昆虫のなぞを追って」で文章のまとまりとつながりを考えて，大顎な事Wiをまとめたり、利Iい嵐にも廷恩
Ｌながら女童参読みとることができる、

物語など場面の様子や，人物の気持ちの変化が聞き手にもよく伝わるように音読することができる。

学習した漢字を読み，正しく書くことができる。

点画の接し方，交わり方，形の大きさ，配列に注意して正しく書くことができる。

社
会

健康や安全を守るための働きに関心を持ち，進んで調べ新聞や紙芝居に表すことができる。

消防署や警察署などの働きとしくみについて考えることができる。

地図、グラフ統計資料を活用して、水資源の確保や飲料水が届くまでの様子をとらえることができる。

ごみ処理の仕方とごみの再利IFlのされ方がわかる。

算
数

意欲をもって問題に取り組むことができる。

学習した事(かけ算やわり算等)を使って，文章題を解くことができる。

(３けた)×（３けた)のかけ算のひつ算ができる。

角についてわかり，角の大きさをはかったり，響いたりできる。

２．３位数でわるわり算のひつ算ができる。

大きな数のしくみがわかり．読んだり書いたりできる。又，四捨五入による概数がわかる。

2つの数量の関係を式に表したり，変わり方を調べる。又，折れ線グラフを轡くことができる。

理
科

継続的な観察・実験を通して季節や時刻，天気による動植物の成長や活動の様子を進んで調べようとする。

人の運動前後の脈拍数や体温の測定結果から，安静時には，ほぼ一定に保たれていると考えることができる。

草木の成長を続けて観察していくこと,乾電池や光電気を使って,モーターがはやく回る工夫をすることができる。

動植物の運動・成長・活動は，季節，天侯時刻によって違うこと，乾電池や光電池の特性や電気のはたら
きがわかる。
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をいっそう具体的に知ることができるようになっ
ている。

ｆ校での通知表は、｢関心・意欲・態度｣｢思考・

判断」「技能・表現」「知識・理解」の観点で観点
別評価をするにしても、単元・教材の学習内容に

即して記述するとずいぶんわかりやすい文章記

述ができることを教えてくれている。国語では、
〈｢しまりすの春」「走れ」「かめのこせんくい｣を
読み＞やく｢昆虫の謎を追って｣で〉という形で、

その学期で学習する単元をあげ、その単元におい

てこの観点を評価するということが明確に示され

ている。このやり方は単元にそって観点をみてい

くことに役立ち、日常の学習活動とつながり、保
護者・子どもにとってもわかりやすいものとなっ

ている。観点評価の内容を学習活動に即して具体

的に記述していて、観点別評価における今後の一

つの記述方向を示しているように思われる。「社

会」「理科」では、学習単元の内容にそってとい

う点ではまだ十分ではないが、「関心・意欲・態

度」の記述において工夫がみられる。各学期で必

ずしもできているわけではないが､「関心･意欲・

態度」において、「健康や安全を守るための働き

に関心を持ち、進んで調べ新聞や紙芝居に表すこ

とができる」や「継続的な観察・実験を通して季

節や時刻、天気による動植物の成長や活動の様子

を進んで調べようとする」のように、「関心・意

欲・態度」をかたむける学習対象を明示し、学習

対象への取り組み方、つまり「思考・判断」「技
能・表現」と結びつけて観点別評価の文章記述を

している。「関心・意欲・態度」の評価が方向目

標にならざるを得ないとしても、このような形で

明確化・具体化することは可能だし、そのことに

よってかなり到達目標に近い形を生み出していく

ことができることに注目したい。

また、ｆ校では、これもすべての観点評価項目

でできているわけではないが、国語「読書に親し

み、いろいろな読み物をすすんで読むことができ

る」（－学期）→「読書に親しみ、いろいろな読

み物をすすんで読み、読書記録をとることができ

る」（二学期)、算数「意欲を持って問題に取り組

むことができる」（－学期）→「いろいろな考え

方を使って、問題に取り組むことができる」（二

学期)、音楽「曲の流れやフレーズを感じとって

音楽を親しむことができる」（－学期）→「曲の
流れやフレーズを感じとったり、身体表現をした
りして音楽を楽しむことができる」（二学期）と

いうように、観点内容の系統的発展を意識して文
章記述している。このような記述であれば、この

学期では前学期と比べて、どこを発展させるのか、

どこに重点をおいて学習すればよいかが教師・保
謎者・子どもに明確になり、教育的評価の役割を
充分に果たすことができるように思われる。

ただし、観点項目が多くなると煩雑さを免れな

い。また、観点の文章記述が「関心･意欲･態度」

｢思考・判断」「技能・表現」「知識・理解」の形
でまとめられているとはいいがたく、それぞれに

まとめて整理して記述することが必要になる。こ

の点が、ｅ校の通知表改善における今後の研究課
題だと思われる。

注

(1)『小・中学校指導要録一全文と改訂の解説一』
明治図書、1991年９月、４９～50ページ。

(2)『小学校児童新・指導要録の記入例と用語
例』図書文化、1980年５月、３２ページ。

(3)奥田真丈・高岡浩二・島津忍・中西朗『絶対

評価の考え方』小学館、1992年５月、３２ページ。

(4)渋谷憲一・石田恒好・高岡浩二『縮旨導要録
の解説と実務』図書文化、1991年７月、224～２

２５ページ。該当箇所は、石田恒好の執筆と思わ

れる（石田恒好『個性を生かす新通信簿』１９９２

年４月、３４ページに同一の記述がある)。

(5)熱海則夫・高岡浩二・清水静海『小学校学習

評価実践ハンドブック、総論･評価と評価基準』
国土社、1992年２月、142ページ。

(6)白根俊之「『新学力観』と通知表画一化の実

態」『教育』1992年10月号、国士社、３９ページ。
春日井敏之「通知表はだれのために－京都での

『あゆみ』画一化と『新学力観』－｣i生活指導』

1993年２月号によれば、独自に作成された学期

ごとの観点別評価による通知表、到連度評価に

よる通知表を作成した学校に対して、現在、二

学期から三学期にかけて、「『府下校長会案」で

の年度途中からの変更を強制するという、きわ

めて異常な状況がひき起こされている」という

（同論文、５７ページ)･京都府のある学校では、
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｢朝日新聞」東京版、1992年２８月３日付。三学年三クラスの教諭が二学期末に、意欲・半崎・

表現・理解の４観点による評価でつけた新通知表

(｢府下校長会案｣）とは別に、独自の通知表を

｢補助資料」として配り、二つの通知表に対する

父母の評価が分かれているという。市教委は「校

長の許可を得ていなかった」として三人の教諭の

処分を検討している、と報道されている（｢朝日

新聞」1993年２月13日付)。

(7)高村明弘「学校独自の通知表を一新指導要録

そのまま通知表一｣『現代と教育』２４号、桐書

房、1992年12月、４３ページ。

(8)室井修は、「通知や通達による行政がわが国

においては、特異な強制力を行使しており、と

くに教育行政の場面では、文部省と教育委員会

あるいは教育委員会と学校との間で強い規制関

係を生じさせるものとして受けとられている現

実がある」と述べている（室井修「改訂指導要

録の問題点一教育行政の原理に照らして－」

「教育目標・評価学会紀要」第２号、1992年１２

月、１ページ)。指導要録改訂・通達の諸解説

書は事実上の規制力をもち、地方レベルにおい

ては、本来各学校で自由に決定できる通知表を

諸解説書の推奨型に統一させる規制作用を内在

させているといってよい。

(9)①②については、大津悦夫「通信簿改善のす

すめ方」『到達度評価』３号、明治図書、１９８４

年９月、７０ページを参照。

⑩渋谷憲一・石田恒好・高岡浩二、前掲(4)、

100ページ。

⑪長尾彰夫『新カリキュラム論』有斐閣、１９８９

年によれば、「指導要録での『目標』は、個々

の教科内容を直接とりあげ、その達成の様態を

明示するといったことよりはむしろ、教科内容

を扱っていくうえでの観点、いわば指導のあり

方、方向を示すという形で設定されている」と

みられる。

⑫前掲(1)、５２～53ページ

⑬文部省『小学校学習指導要領』、大蔵省印刷

局、1989年３月、５～21ページ。

(M）前掲(1)、５６～57ページ。

05）前掲⑫、３８～55ページ

ｕＯ神奈川県川崎市立橘小学校の新成績表では、

「総合」という形で学年末に評定を入れている。
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資
料
１
「
観
点
別
学
習
状
況
評
価
の
た
め
の
参
考
資
料
」
と
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
・
目
標
」
（
小
学
校
国
語
）

〔
国
語
〕
小
学
校
児
童
指
導
要
録
付
属
資
料

観碍汁継蝉珊椛聖篭鯛溌塞紬

」」⑭

閂

第
１
学
年

第
２
学
年

第
３
学
年

第
４
学
年

第
５
学
年

第
６
学
年

国
語
へ
の
関
心

●
意
欲
・
態
度

国
語
に
対
す
る
関
心
を

も
ち
、
進
ん
で
表
現
し

た
り
、
易
し
い
読
み
物

を
楽
し
ん
で
読
ん
だ
り

し
よ
う
と
す
る
。

国
語
に
対
す
る
関
心
を

も
ち
、
進
ん
で
表
現
し

た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
読

み
物
を
読
ん
だ
り
し
よ

う
と
す
る
。

国
語
に
対
す
る
関
心
を

も
ち
、
進
ん
で
表
現
を

工
夫
し
た
り
、
い
ろ
い

ろ
な
読
み
物
を
読
ん
だ

り
し
よ
う
と
す
る
。

国
語
に
関
す
る
関
心
を
も
ち
、

進
ん
で
表
現
を
工
夫
し
た
り
、

読
書
の
範
囲
を
広
げ
た
り
し

よ
う
と
す
る
。

国
語
に
対
す
る
関
心
を
も
ち
、

進
ん
で
表
現
を
工
夫
し
た
り
、

読
書
を
通
し
て
自
分
の
考
え

を
深
め
た
り
し
よ
う
と
す
る
。

国
語
に
対
す
る
関
心
を
も
ち
、

進
ん
で
表
現
を
工
夫
し
た
り
、

適
切
な
読
み
物
を
選
ん
で
自

分
の
考
え
を
深
め
た
り
し
よ

う
と
す
る
。

表
現
の
能
力

自
分
の
生
活
に
お
け
る

話
題
や
題
材
に
つ
い
て

考
え
、
話
を
し
た
り
簡

単
な
文
章
を
書
い
た
り

す
る

●

自
分
の
生
活
に
お
け
る

話
題
や
題
材
に
つ
い
て

考
え
、
順
序
を
工
夫
し

て
話
を
し
た
り
文
章
を

書
い
た
り
す
る
。

身
近
な
生
活
に
お
け
る

話
題
や
題
材
に
つ
い
て

自
分
の
考
え
を
ま
と
め
、

要
点
や
段
落
を
考
え
て

話
を
し
た
り
文
章
を
書

い
た
り
す
る
。

身
近
な
生
活
に
お
け
る
話
題

や
題
材
に
つ
い
て
自
分
の
考

え
を
ま
と
め
、
要
点
や
中
心

点
を
考
え
て
話
を
し
た
り
文

章
を
書
い
た
り
す
る
。

広
い
範
囲
に
わ
た
る
話
題
や

題
材
に
つ
い
て
自
分
の
考
え

を
深
め
、
主
題
や
要
旨
を
考

え
て
話
を
し
た
り
文
章
を
書

い
た
り
す
る
。

広
い
範
囲
に
わ
た
る
話
題
や

題
材
に
つ
い
て
自
分
の
考
え

を
深
め
、
目
的
や
相
手
に
応

じ
て
話
を
し
た
り
文
章
を
書

い
た
り
す
る
。

理
解
の
能
力

話
や
文
章
の
表
現
に
即

し
て
、
話
の
祖
筋
を
っ

か
み
書
か
れ
て
い
る
事

柄
の
大
体
に
つ
い
て
理

解
す
る
。

話
や
文
章
の
表
現
に
即

し
て
、
話
の
事
柄
の
順

序
を
考
え
文
章
の
場
面

の
様
孑
の
移
り
変
わ
り

に
注
意
し
て
理
解
す
る
。

話
や
文
章
の
構
成
に
即

し
て
、
自
分
の
立
場
か

矛 ｂ
、
話
の
要
点
を
押
さ

え
文
章
の
内
容
の
要
点

を
理
解
す
る
。

話
や
文
章
の
構
成
に
即
し
て
、

自
分
の
立
場
か
ら
、
話
の
要

点
や
中
心
点
を
押
さ
え
文
章

の
段
落
相
互
の
関
係
を
考
え

て
理
解
す
る
。

話
や
文
章
の
構
成
に
即
し
て
、

自
分
の
見
方
や
考
え
方
を
広

め
な
が
ら
、
話
の
意
図
を
つ

か
み
文
章
の
主
題
や
要
旨
を

理
解
す
る
。

話
や
文
章
の
構
成
に
即
し
て
、

自
分
の
見
方
や
考
え
方
を
深

め
な
が
ら
、
相
手
や
目
的
に

応
じ
て
話
の
意
図
を
つ
か
み

文
章
の
主
題
や
要
旨
を
理
解

す
る

◎

言
語
に
つ
い
て

の
知
識
・
理
解

◆

技
能

音
声
、
文
字
、
語
句

、

文
や
文
章
、
言
葉
遣
い

な
ど
の
国
語
に
つ
い
て

の
基
礎
的
な
事
項
に
つ

い
て
理
解
し
て
い
る
。

書
写
で
は
、
文
字
の
形
、

筆
順
、
点
画
を
理
解
し

て
文
字
を
正
し
く
書
く
。

音
声
、
文
字
、
語
句

、

文
や
文
章
、
言
葉
遣
い

な
ど
の
国
語
に
つ
い
て

の
基
礎
的
な
事
項
に
つ

い
て
理
解
し
て
い
る
。

書
写
で
は
、
点
画
の
接

し
方
、
交
わ
り
方
、
方

向
を
理
解
し
て
文
字
を

正
し
く
書
く
。

音
声
、
文
字
、
語
句

、

文
や
文
章
、
言
葉
遣
い

な
ど
の
国
語
に
つ
い
て

の
基
礎
的
な
事
項
に
つ

い
て
正
確
に
理
解
し
て

い
る
。
書
写
で
は
、
文

字
の
組
立
方
、
毛
筆
で

は
、
点
画
の
長
短
、
運

筆
を
理
解
し
て
文
字
を

正
し
く
書
く
。

音
声
、
文
字
、
語
句
、
文
や

文
章
、
言
葉
遣
い
な
ど
の
国

語
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
事

項
に
つ
い
て
正
確
に
理
解
し

て
い
る
。
書
写
で
は
、
文
字

の
大
き
さ
、
配
列
、
毛
筆
で

は
、
点
画
の
接
し
方
、
交
わ

り
方
、
方
向
を
理
解
し
て
文

字
を
正
し
く
響
く
。

音
声
、
文
字
、
語
句
、
文
や

文
章
、
言
葉
遣
い
な
ど
の
国

語
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
事

項
に
つ
い
て
深
く
理
解
し
て

い
る
。
書
写
で
は
輪
文
字
の

大
き
さ
、
配
列
、
毛
筆
で
は
、

文
字
の
組
立
方
を
理
解
し
て

文
字
を
正
し
く
誉
く
゜

音
声
、
文
字
、
語
句
、
文
や

文
章
、
言
葉
遣
い
な
ど
の
国

語
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
事

項
に
つ
い
て
深
く
理
解
し
て

る
。
書
写
で
は
、
文
字
の
形
、

大
き
さ
、
配
列
、
毛
筆
で
は
、

字
配
り
を
理
解
し
文
字
を
正

し
<
書
く
。



〔
鋪
５
学
年
〕

（
１
）
主
題
や
饗
旨
の
は
っ
き
り
し
た
表
現
を
す
る
た
め
、
恵
図
や
根
拠
を
印
l
ら
力
､
に
し
て
話
し
た
り
、

全
体
の
綱
成
を
考
え
て
文
亜
を
盤
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
側
手
や
M
l
l
I
l
i

の
状
況
を
考
え
て
表
現
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
。

（
２
）
話
し
手
の
恵
図
を
つ
か
み
な
が
ら
聞
い
た
り
、
主
H
酢
P
塑
旨
を
理
解
し
な
が
ら
文
蹴
を
魂
ん
だ
ｂ

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
I
こ
、
魂
1
1
$
を
j
、
し
て
灘
え
を
深
坊
る
よ
う
に
す
る
⑪

[
第
６
学
年
〕

（
１
）
目
的
や
通
園
に
應
じ
た
斐
現
を
す
る
た
め
、
全
体
を
見
皿
し
て
適
切
に
話
し
た
り
、
刑
I
立
て
の
効

染
を
考
え
て
文
趣
遙
酎
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
趣
u
I
で
効
Ⅲ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
虹
及
肌

を
し
よ
う
と
す
る
n
g
g
r
を
育
て
る
。

（
２
）
ｐ
的
に
＄
じ
て
効
｣
Ｍ
１
に
詔
を
u
l
l
い
た
り
、
「
I
I
M
j
や
文
銅
の
N
i
麺
な
ど
に
l
t
i
じ
て
1
1
1
磯
j
1
K
鑑
み
〃

で
文
章
を
鏡
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
適
u
l
な
鑑
み
物
を
錨
ん
で
錨
む
矧

慣
を
つ
け
る
。

小
学
校
学
習
撹
導
要
鋼
・
目
標
（
'
1
学
校
国
語
）

[
節
Ｉ
鋼
回

（
１
）
雛
験
し
た
事
な
ど
が
分
か
る
よ
う
に
、
Ｒ
Ｎ
序
を
薄
え
て
話
し
た
り
、
文
と
文
と
を
鏡
け
て
I
H
I
1
I
1
な

文
願
を
趣
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
進
ん
で
圭
現
し
よ
う
と
す
る
態
艇
を

打
て
る
。

（
２
）
オ
1
1
筋
を
つ
か
み
な
が
ら
鰯
を
u
l
l
い
た
り
、
護
か
れ
て
い
る
1
1
1
柄
の
大
体
を
R
嚇
し
な
が
ら
文
噸
を

銃
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
易
し
い
魂
み
物
を
楽
し
ん
で
謎
も
う
と
す
る

態
l
ﾛ
ﾋ
ﾞ
を
育
て
る
。

〔
節
２
学
１
画

（
１
）
Y
I
i
W
i
の
N
n
i
宮
が
は
っ
き
り
す
る
よ
う
に
、
技
理
し
て
l
W
i
し
た
り
、
謡
や
文
の
鋭
き
方
に
１
１
;
通
し
て

文
愈
を
徴
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
正
し
く
我
皿
し
よ
う
と
す
る
』
帥
：
老

育
て
る
。

（
２
）
邸
炳
の
ﾛ
ﾛ
序
を
考
え
な
が
ら
話
を
I
l
l
l
い
た
り
、
駆
柄
の
願
序
や
用
面
の
移
り
変
わ
り
な
ど
に
注
感

し
な
が
ら
文
章
を
鏡
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
易
い
､
鑓
み
物
を
逃
ん
で

認
も
う
と
す
る
恵
欲
を
高
め
る
。

〔
節
３
学
年
〕

（
１
）
菱
H
』
す
る
内
容
の
嬰
点
が
分
か
る
よ
う
に
、
区
切
り
を
考
え
て
諾
し
た
り
、
頚
摘
ご
と
に
ま
と
ま

り
の
あ
る
Ｉ
Ｈ
Ｉ
単
な
槻
成
の
文
章
を
衝
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
分
か
り
や

す
く
表
現
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
。

（
２
）
内
容
の
掴
点
を
押
さ
え
肋
《
ら
話
を
u
I
I
い
た
り
、
内
容
の
翌
点
を
正
し
く
n
K
ｶ
ｷ
ﾞ
し
な
が
ら
文
ﾌ
ﾟ
i
t
を

魂
A
’
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
I
こ
、
い
ろ
い
ろ
な
錨
み
物
を
読
も
う
と
す
る
魑
庇

を
育
て
る
。

〔
節
４
学
f
F
］

（
１
）
菱
現
す
る
内
容
の
中
心
点
力
扮
か
る
よ
う
に
、
H
5
j
u
3
を
立
て
て
話
し
た
り
、
段
落
H
1
互
の
凹
係
な

ど
を
考
え
て
文
章
を
笛
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
内
容
を
楚
理
し
な
が
ら

斐
型
し
よ
う
と
す
る
聾
U
X
を
育
て
る
。

（
２
）
内
容
の
要
点
や
中
心
点
を
性
格
に
押
さ
え
な
が
ら
話
を
Ｉ
Ｈ
Ｉ
い
た
り
、
段
落
相
互
の
関
係
を
考
え
て

中
,
[
，
点
を
正
確
に
把
掴
し
な
が
ら
文
章
を
読
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
l
こ
す
る
と
と
も
に
、
魏

瞥
の
範
囲
を
広
げ
る
よ
う
に
す
る
。

翻詞壺蒜撹湘歎痔雪丙トゲ鉢Ｊ酎醤酬痔噸ｓ渦薦什難麗

】』②



資
料
２
「
観
点
別
学
習
状
況
評
価
の
た
め
の
参
考
資
料
」
と
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
・
目
標
」
（
小
学
校
数
学
）

■

〔
算
数
〕
小
学
校
児
童
指
導
要
録
付
属
資
料

謝異汁雑蝉醐糀聖詣噸翻室謡

｝、つ

閂

第
１
学
年

第
２
学
年

第
３
学
年

第
４
学
年

第
５
学
年

第
６
学
年

算
数
へ
の
関
心

●

意
識
・
態
度

数
量
や
も
の
の
形
に
親

し
み
を
も
ち
、
そ
れ
ら

に
つ
い
て
様
々
な
経
験

を
も
と
う
と
す
る
。

基
礎
的
な
数
量
や
図
形

に
親
し
み
を
も
ち
、
そ

れ
ら
に
つ
い
て
様
々
な

経
験
を
も
と
う
と
す
る

と
も
に
、
知
識
や
技
能

な
ど
を
進
ん
で
用
い
よ

う
と
す
る
。

知
識
や
技
能
な
ど
の
有

用
さ
、
及
び
数
愚
や
図

形
の
性
質
や
関
係
を
調

べ
た
り
筋
道
を
立
て
て

考
え
た
り
す
る
こ
と
の

よ
さ
が
分
か
り
、
進
ん

で
生
活
に
生
か
そ
う
と

す
る

｡

知
識
や
技
能
な
ど
の
有
用
さ
、

及
び
数
量
や
図
形
の
性
質
や

関
係
を
調
べ
た
り
筋
道
を
立

て
て
考
え
た
り
す
る
こ
と
の

よ
さ
が
分
か
り
、
進
ん
で
生

活
に
生
か
そ
う
と
す
る
。

数
量
や
図
形
の
性
質
や
関
係

な
ど
に
着
目
し
て
考
察
処
理

し
た
り
、
論
理
的
に
思
考
し

た
り
す
る
こ
と
の
よ
さ
が
分

か
り
、
進
ん
で
活
用
し
よ
う

と
す
る
。

数
量
や
図
形
の
性
質
や
関
係

な
ど
に
着
目
し
て
考
察
処
理

し
た
り
、
論
理
的
に
思
考
し

た
り
す
る
こ
と
の
よ
さ
が
分

か
り
、
進
ん
で
活
用
し
よ
う

と
す
る
。

数
学
的
な
考
え

方

知
識
と
技
能
の
習
得
を

通
し
て
、
数
理
的
な
処

理
に
親
し
む
。

知
識
と
技
能
の
習
得
を

通
し
て
、
数
理
的
な
処

理
に
親
し
む
。

知
識
と
技
能
の
習
得
や

活
用
を
通
し
て
数
学
的

な
考
え
方
の
基
礎
を
身

に
付
け
、
事
象
に
つ
い

て
見
通
し
を
も
ち
筋
道

を
立
て
て
考
え
る
。

知
識
と
技
能
の
習
得
や
活
用

を
通
し
て
数
学
的
な
考
え
方

の
基
礎
を
身
に
付
け
、
事
象

に
つ
い
て
見
通
し
を
も
ち
筋

道
を
立
て
て
考
え
る
。

知
識
と
技
能
の
習
得
や
活
用

を
通
し
て
数
学
的
な
考
え
方

を
身
に
付
け
、
論
理
的
に
考

え
た
り
、
発
展
的
、
統
合
的

に
考
え
た
り
す
る
。

知
識
と
技
能
の
習
得
や
活
用

を
通
し
て
数
学
的
な
考
え
方

を
身
に
付
け
、
論
理
的
に
考

え
た
り
、
発
展
的
、
統
合
的

に
考
え
た
り
す
る
。

数
量
や
図
形
に

つ
い
て
の
表
現

●

処
理

簡
単
な
計
算
が
で
き
、

そ
れ
ら
を
用
い
る
と
と

も
に
、
身
近
に
あ
る
量

の
大
き
さ
を
比
べ
た
り
、

も
の
の
形
を
と
ら
え
た

り
作
っ
た
り
分
解
し
た

り
す
る
。

簡
単
な
計
算
が
で
き
、

そ
れ
ら
を
用
い
る
と
と

も
に
、
簡
単
な
量
を
測

定
し
た
り
、
基
本
的
な

図
形
を
観
察
し
た
り
作
っ

た
り
す
る
。

整
数
や
小
数
な
ど
の
簡

単
な
計
算
が
で
き
、
そ

れ
ら
を
目
的
に
応
じ
て

適
切
に
用
い
た
り
、
簡

単
な
量
を
測
定
し
た
り

す
る
と
と
も
に
、
基
本

的
な
図
形
を
調
べ
た
り
、

数
量
の
関
係
な
ど
を
表

し
た
り
よ
ん
だ
り
す
る
。

整
数
や
ﾉ
｣
蝋
な
ど
の
簡
単
な

計
算
が
で
き
、
そ
れ
ら
を
目

的
に
応
じ
て
適
切
に
用
い
た

り
、
簡
単
な
量
を
測
定
し
た

り
す
る
と
と
も
に
、
基
本
的

な
図
形
を
調
べ
た
り
、
数
量

の
関
係
な
ど
を
表
し
た
り
よ

ん
だ
り
す
る
。

小
数
や
分
数
な
ど
の
計
算
が

で
き
、
そ
れ
ら
を
有
効
に
用

い
た
り
、
図
形
の
面
積
な
ど

を
求
め
た
り
す
る
と
と
も
に
、

図
形
の
簡
単
な
性
質
を
調
べ

た
り
、
数
量
の
関
係
な
ど
を

適
切
に
表
し
た
り
用
い
た
り

す
る

｡

分
数
な
ど
の
計
算
が
で
き
、

そ
れ
ら
を
有
効
に
用
い
た
り
、

図
形
の
体
積
な
ど
を
求
め
た

り
す
る
と
と
も
に
、
図
形
の

性
質
を
調
べ
た
り
数
量
の
関

係
な
ど
を
適
切
に
表
し
た
り

用
い
た
り
す
る
。

数
量
や
図
形
に

つ
い
て
の
知
識

●

理
解

数
の
概
念
や
計
算
の
意

味
を
理
解
し
て
い
る
と

と
も
に
、
量
や
図
形
な

ど
に
つ
い
て
の
理
解
の

基
礎
と
な
る
経
験
を
豊

か
に
も
っ
て
い
る
。

数
の
概
念
及
び
計
算
の

意
味
や
性
質
、
簡
単
な

量
の
概
念
や
測
定
の
意

味
蒋
簡
単
な
図
形
の
慨

念
を
理
解
し
て
い
る
。

計
算
の
意
味
や
性
質
及

び
小
数
な
ど
の
概
念
、

重
さ
な
ど
の
概
念
、
簡

単
な
図
形
の
概
念
や
簡

単
な
性
質
、
資
料
の
整

理
の
仕
方
や
式
な
ど
の

用
い
方
を
理
解
し
て
い

る
｡

記
数
方
や
計
算
の
性
質
な
ど

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
面
積
な
ど
の
求

め
方
、
基
本
的
な
図
形
の
性

質
、
数
量
の
関
係
の
見
方
や

調
べ
方
を
理
解
し
て
る
。

整
数
の
性
質
及
び
小
数
や
分

数
の
計
算
の
意
味
、
体
積
や

速
さ
な
ど
の
概
念
、
合
同
の

意
味
、
図
形
や
数
量
関
係
な

ど
の
見
方
や
調
べ
方
を
理
解

し
て
る
。

分
数
の
計
算
の
意
味
、
体
積

の
求
め
方
や
単
位
の
仕
組
み

、

対
称
性
の
意
味
、
図
形
や
数

量
関
係
な
ど
の
見
方
や
調
べ

方
を
理
解
し
て
い
る
。



小
学
技
学
習
指
導
要
領
・
目
標
（
小
学
校
算
数
）

数
に
つ
い
て
１
１
Ⅱ
法
及
び
減
鯉
を
l
Ⅱ
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
⑤

（
２
）
西
蹟
の
概
念
を
R
E
解
し
、
I
H
I
単
な
図
形
に
つ
い
て
m
i
l
l
i
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と

と
も
に
、
角
の
大
き
さ
を
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
３
）
図
形
を
鯛
成
彊
素
及
び
そ
れ
ら
の
位
闘
関
係
に
着
目
し
て
考
察
し
、
雄
本
的
な
平
価
図
形
に
つ
い

て
の
E
E
:
i
1
を
深
め
る
と
と
も
に
、
１
９
本
的
な
立
体
図
形
や
Ｍ
〕
の
位
侃
の
没
ｕ
ｉ
に
つ
い
ぴ
1
1
1
W
で
き

る
よ
う
に
す
る
、

(
4
)
数
趾
や
そ
の
関
係
を
式
や
グ
ラ
フ
を
j
M
い
て
翌
し
た
り
雰
褒
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
Ｅ
I
的
に
嘩
じ
て
依
存
U
g
係
を
調
べ
た
り
分
薊
纏
理
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

〔
節
５
学
年
〕

（
１
）
小
数
の
乗
法
及
び
除
法
の
恵
味
に
つ
い
て
j
H
E
解
し
、
小
敵
撰
び
分
数
に
つ
い
て
3
Ｉ
Ｊ
Ｉ
[
で
き
る
よ
う

に
す
る
と
と
も
に
、
リ
(
鮫
の
考
察
に
活
)
1
1
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
纏
飲
の
概
念
に
つ
い
て
の
F
I
I

解
を
深
め
る
よ
う
に
す
る
。

（
２
）
基
本
的
な
平
而
図
形
の
H
I
H
荊
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
体
制
の
6
K
念
に

つ
い
て
j
1
E
解
し
、
m
l
1
I
l
な
立
体
図
形
の
休
噛
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
辿
さ
の

慨
全
撰
び
測
定
Ｉ
Ｍ
Ｉ
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
３
）
合
同
の
恵
味
に
つ
い
て
理
解
し
、
基
本
的
芯
図
形
を
綱
成
要
素
に
雷
目
し
て
碁
察
す
る
こ
と
が
で

〆

き
る
よ
う
に
す
る
。

（
４
）
文
字
な
ど
を
､
l
い
て
式
を
飼
瀧
に
喪
し
た
り
、
式
の
表
す
数
爪
の
関
係
を
調
べ
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
百
分
率
や
円
グ
ラ
フ
を
、
い
る
な
ど
綱
Ｉ
的
江
演
科
I
ご
つ
い
て
券
磯
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

〔
鰯
６
寧
同

（
１
）
分
数
の
乗
法
及
び
除
法
の
意
味
に
つ
い
て
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
Ｍ
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
と
と
も
に
、
蕊
法
及
び
除
法
に
つ
い
て
の
K
E
解
を
深
め
る
よ
う
に
す
る
。

（
２
）
』
四
本
的
な
立
体
図
形
の
I
繩
i
な
ど
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
０
，
ま
た
．
３
ｍ
の
1
1
1
位

の
U
自
力
l
l
み
に
つ
い
て
知
り
、
能
ｴ
１
$
的
に
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
の

（
３
）
図
形
を
対
弥
性
な
ど
に
題
目
し
て
考
察
し
、
基
本
的
な
園
形
に
つ
い
て
の
H
K
n
I
i
を
－
閥
深
め
る
よ

う
に
す
る
。

（
４
）
比
例
な
ど
の
理
解
を
通
し
て
関
数
の
考
え
を
深
め
、
数
m
の
関
係
を
券
繋
す
る
こ
と
に
荷
劫
に
j
Ⅱ

い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
資
料
の
分
布
を
調
べ
る
な
ど
、
槻
Ｉ
的
に
考
察
し
た
り
表

現
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

〔
節
１
学
年
］

（
１
）
具
体
的
な
操
作
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
数
の
概
念
や
表
し
方
に
つ
い
て
R
E
解
し
、
m
I
1
u
な
場
合

に
つ
い
て
、
加
i
h
l
5
及
び
減
法
を
剛
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
２
）
具
体
的
な
操
作
な
ど
の
i
i
1
i
鋤
を
通
し
て
、
風
の
概
念
や
測
定
に
つ
い
て
の
j
H
H
解
の
基
礎
と
な
る
纏

験
を
豊
か
に
す
る
。

（
３
）
具
体
的
な
操
作
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
図
形
や
空
l
I
i
l
に
つ
い
て
の
R
W
H
1
の
基
礎
と
な
る
軽
験
を

畷
か
に
す
る
。

〔
銅
２
学
年
〕

（
１
）
具
体
的
な
操
作
な
ど
の
活
動
芒
通
し
て
、
数
の
概
全
や
義
し
方
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
よ
う

に
す
る
。
ま
た
．
加
法
、
戦
法
及
び
乗
法
に
つ
い
て
H
H
l
W
1
し
、
基
礎
的
な
計
算
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
適
切
に
Ⅲ
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
２
）
輿
l
ｲ
的
な
操
作
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
長
さ
や
か
さ
な
ど
の
、
の
6
日
念
や
i
l
M
定
に
つ
い
て
漸
次

j
q
H
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
３
）
図
形
を
槻
成
す
る
要
素
に
藺
目
し
て
、
基
本
的
な
図
形
の
l
既
念
に
つ
い
て
漸
次
理
解
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

【
鋪
３
学
年
〕

(
1
)
数
圃
を
表
す
こ
と
に
'
1
,
敗
及
び
分
数
を
耐
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
．
Ｂ
酸
k
に
つ

い
て
乗
法
及
び
除
法
の
愈
味
を
理
解
し
、
基
礎
的
な
３
１
脚
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら

の
有
川
さ
が
分
か
り
、
目
的
に
応
じ
て
的
確
か
つ
能
率
的
に
Ⅲ
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
２
）
Ⅲ
さ
、
時
間
な
ど
の
慨
念
に
つ
い
て
理
解
す
る
と
と
も
に
、
長
さ
な
ど
の
経
木
的
な
獄
に
つ
い
て

目
的
に
曙
じ
て
皿
位
や
３
１
藩
塞
適
切
に
選
ん
で
H
M
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
３
）
基
本
的
な
図
形
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
図
形
を
桐
成
し
た
り
用
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

（
４
）
資
料
を
整
理
し
た
り
、
式
や
グ
ラ
フ
を
j
l
l
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
そ
れ
ら
の
何

j
l
l
さ
力
扮
か
り
、
数
ｍ
や
そ
の
Ｉ
Ｈ
Ｉ
係
崔
袈
し
た
り
調
べ
た
り
す
る
こ
と
が
漸
次
で
き
る
よ
う
腱
す
る
。

U
n
Ｍ
学
年
〕

（
１
）
鯉
R
、
'
1
激
及
び
分
数
の
菱
し
方
に
つ
い
て
の
R
E
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
Ｕ
Ｈ
数
に
つ
い
て
R
n
n
F

し
．
目
的
に
応
じ
て
り
I
l
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
H
K
f
i
に
つ
い
て
の
四
Ⅱ
Ｉ
ｉ
Ｉ
坪
力
《
砿
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